JA 東京カップ
第31 回 東京都５年生サッカー大会第１６ブロック大会　要項

＜大会趣旨＞
少年サッカーの育成と発展を目指し、特に５年生期における技術、戦術、マナー、そして、サッカーのゲームを楽しみ、愛する心を育てる。
８人制の試合をすることにより、「判断」へのアプローチ場面を多くし、色々なポジションを経験しながら個々の「技術」の質を高める。選手育成を第一と考え、多くの選手に試合経験を与えることとする。 

１．主 催　 （公財）東京都サッカー協会 東京都少年サッカー連盟 
２．共 催　 東京新聞・東京中日スポーツ 
３．主 管　 東京都少年サッカー連盟
４．後 援 　東京都信用農業協同組合連合会 　　　全国農業協同組合連合会 東京都本部 
全国共済農業協同組合連合会 東京都本部 
５．協 賛 マインズ農業協同組合 
６．期 日 　ブロック予選　　2019年7月20日（土）～9月23日（祝）
中央大会　　　 2019年10月12日（土）・13日（日）・14日（祝） 
７．会 場 　　
[bookmark: _GoBack]ブロック大会： 第16ブロック内グラウンド 　　　中央大会：　府中市少年サッカー場
 ８．参加資格
 (1) 2019年度（公財）日本サッカー協会第４種に登録した第16ブロックに所属する団体より１チームの参加とする。
 (2) 上記チームに所属する選手であり、本協会の登録選手証を有する選手証が発行されてない時期に公式戦に参加する際は Web 登録の承認済みの写しを代用する。
 (3) 年間を通してスポーツ保険に加入していること
(4) 小学校５年生から３年生で編成されたチーム
· ただし、３年生の選手を含める場合は、選手の健康・体格・体力・技能等を十分に考慮し、チームの責任において出場させること。
· 第16ブロック登録チーム同士の合同チーム参加を認める。ただし、強化目的の合同は認めない。
· また、第1～第15ブロックのチームからJFA登録している選手が第16ブロック登録チームから本リーグへ参加することも認める。ただし、JFA登録したチームのJA杯のメンバーに登録されていないことが必要な条件となる。
（5） 引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある成人の指導者であること
（６）　ベンチ入りスタッフ
· ベンチ入りのスタッフは2名以上5名以内とする。内2名以上が本協会公認コーチ資格D級コーチ以上であり、1名以上が成人であること。
· 上記指導者に加え１名のメディカルスタッフをベンチに入れることができる。メディカルスタッフについては、指導者資格の有無を問わない。メディカルスタッフを入れる場合もベンチ入りの最大人数は５名とする。上記の規定は試合を通して適用される。
· 各試合のエントリー表提出の際、ベンチ入りする指導者全員の資格証も提出する事
９．試合方法
· リーグ戦、決勝トーナメント形式で行なう。 
· ただし、試合会場、天候によりトーナメント形式に変更する場合がある。
１０．競技規則
 (1) 試合は、実施年度「サッカー競技規則および「8人制サッカールール」に準じる。 
ただし、本大会要項に定められた事項を優先する。
 (2) 8人制とする。 
(3) 競技時間は、15分-5分-15分。
 (4) 試合ごとに、登録選手全員が随時、自由に交代することが出来る。
· 第16ブロック大会においては、フィールド上に7人の競技者がいない場合、試合は参考試合となる。ただし、怪我等の応急措置で一時的にフィールドを外れる場合は除く。
· 中央大会においては、フィールド上に8人の競技者がいない場合、試合は参考試合となる。
 (5) ゴールは、少年用ゴールを使用する。 
(6) 本大会の試合中、退場処分を受けたものは、次の試合１試合に出場出来ない。
 （警告回数が2に達 した場合も同処置とする。） 次の試合はその選手を除いた8名で行なう。 
(7) 試合球は4号ボールとする。 
(8) 審判は4人制で行なう。 
１１．大会参加費 ５，０００円 
１２．その他
· 決勝トーナメントへは、8チーム進出し、第16ブロックから中央大会へは、３チーム進出する。

以上
